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平成16年度施政方針

市民とともに
新生成田の創造
～市民に信頼される市政づくり～

平成16年3月定例市議会が、2月20日から3月17日ま
で開かれ、平成16年度予算などの議案が審議されま
した。本号では、同議会の初日冒頭に小林市長が行
った「施政方針演説」の概要についてお知らせします。
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平
成
16
年
３
月
定
例
市
議
会
の
開
会
に
あ
た

り
、
成
田
市
政
を
預
か
る
も
の
と
し
て
、
平
成

16
年
度
の
施
政
方
針
と
私
の
所
信
の
一
端
を
申

し
上
げ
、
議
員
各
位
な
ら
び
に
市
民
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
、
ご
支
援
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ

り
ま
す
。

本
市
は
、
昭
和
29
年
市
制
施
行
以
来
、
半
世

紀
に
わ
た
る
市
民
の
皆
さ
ま
の
深
い
郷
土
愛
と

弛た
ゆ

ま
な
い
努
力
と
研
鑽

け
ん
さ
ん

に
支
え
ら
れ
、
門
前
町

本
年
は
市
制
施
行
50
周
年

国
際
空
港
都
市
と
し
て

さ
ら
な
る
飛
躍
を

と
し
て
の
歴
史
と
伝
統
を
守
り
つ
つ
、
一
方
で

は
成
田
空
港
を
擁
す
る
世
界
に
ひ
ら
け
る
緑
豊

か
な
ま
ち
と
し
て
調
和
の
あ
る
発
展
を
遂
げ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

本
年
は
、
市
制
施
行
50
周
年
と
い
う
節
目
の

年
を
迎
え
、
本
市
の
実
り
あ
る
歴
史
を
全
市
民

と
共
に
喜
び
、
そ
し
て
祝
う
こ
と
で
、
だ
れ
も

が
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」「
こ
れ
か
ら
も
住
み
続

け
た
い
」と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
の
気
運
を
高

め
、
国
際
空
港
都
市
と
し
て
世
界
に
誇
れ
る
成

田
の
創
造
に
向
け
、
さ
ら
な
る
飛
躍
を
図
る
機

会
と
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
昨
年
４
月
に
市
長
に
就
任
以
来
、
議

員
な
ら
び
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
支
援

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市
長
の
重
責
を
務
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
記
念
す
べ
き
年
に
、
市
長
と
し
て
次
の

50
年
の
新
た
な
第
一
歩
と
な
る
市
政
を
担
当
で

き
ま
す
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
身
に
余
る
光
栄

で
あ
り
、
市
民
に
負
託
さ
れ
た
責
任
の
重
大
さ

を
改
め
て
痛
感
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

わ
が
国
経
済
は
、
企
業
収
益
の
改
善
、
設
備

投
資
の
増
加
な
ど
、
着
実
に
回
復
基
調
に
入
り

つ
つ
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
雇
用
情

勢
の
悪
化
、
個
人
消
費
の
伸
び
悩
み
、
株
価
の

低
迷
等
、
引
き
続
き
厳
し
い
情
勢
に
あ
り
、
こ

れ
ら
を
反
映
し
て
地
方
財
政
も
、
税
収
の
伸
び

悩
み
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
運
営
は
極
め
て
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

国
に
お
い
て
は
、「
地
方
に
で
き
る
こ
と
は
地

方
に
、
民
間
に
で
き
る
こ
と
は
民
間
に
」と
い

う
基
本
理
念
の
下
に
、
国
と
地
方
の
税
財
政
を

見
直
す
三
位
一
体
改
革
が
進
ん
で
お
り
、
平
成

16
年
度
で
は
補
助
金
の
一
兆
円
削
減
と
同
時
に

税
源
移
譲
の
暫
定
処
置
が
実
行
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
千
葉
県
に
あ
っ
て
は
、
厳
し
い
財
政

状
況
か
ら
の
脱
却
を
図
る
た
め
、
財
政
再
建
プ

ラ
ン
に
よ
り
行
政
の
ス
リ
ム
化
、
シ
ス
テ
ム
改

革
を
実
行
す
る
と
と
も
に
、
平
成
16
年
度
に
お

い
て
は「
ち
ば
２
０
０
４
年
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」に
よ
り
五
つ
の
重
点
施
策
を
掲
げ
大
胆
に

予
算
の
選
択
と
集
中
を
図
る
と
し
て
お
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
に
あ
っ
て
、
本
市
に

お
い
て
も
税
収
の
伸
び
悩
み
や
国
庫
・
県
補
助

負
担
金
の
廃
止
や
縮
減
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
財
政
運
営
は
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
が
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
成
田

市
の
創
造
に
向
け
、
何
を
改
め
、
何
を
守
り
、

ま
た
何
を
す
る
べ
き
か
と
い
う
観
点
に
立
ち
、

一
般
会
計
で
は
対
前
年
比
４
・
１
％
増
の
４
２

７
億
円
、
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
を
加
え

た
全
会
計
で
は
、
対
前
年
比
３
・
６
％
増
の
６

１
５
億
円
の
予
算
を
編
成
し
、

成
田
空
港
と
関
連
機
能
の
充
実

観
光
・
産
業
の
活
性
化

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実

学
校
教
育
・
生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
充
実

成
田
空
港
と
関
連
機
能
の

充
実
な
ど
七
つ
の
重
点
目
標

生
活
環
境
・
自
然
環
境
の
整
備

安
全
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

市
町
村
合
併
の
推
進

と
い
う
七
つ
の
重
点
目
標
を
掲
げ
る
と
同
時

に
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
実
り
あ
る
も
の
と
す
る

た
め
、
部
の
新
設
・
課
の
統
廃
合
を
含
め
た
行

政
組
織
の
見
直
し
を
行
い
、
サ
ー
ビ
ス
・
ス
ピ

ー
ド
・
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
を
行
政
執
行
の
基
本
姿

勢
と
し
、
市
民
の
目
線
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
・
接
遇
の
改
善
、
事
務
処
理
の
迅
速
化
、

市
民
の
安
全
の
確
保
を
図
り
、
市
民
に
信
頼
さ

れ
る
成
田
市
政
を
創つ

く

り
上
げ
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も「
市
民
に
と
っ
て
身
近
な
市
政
」

「
市
民
に
分
か
り
や
す
い
市
政
」「
市
民
が
納
得

す
る
市
政
」を
推
進
し
、
次
世
代
に
誇
り
を
も

っ
て
引
き
継
ぐ
こ
と
の
で
き
る「
新
生
成
田
の

創
造
」を
目
指
し
、
鋭
意
そ
の
実
現
に
向
け
邁ま

い

進し
ん

す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

50周年記念行事のトップを切って開かれた消防出初式

窓口業務の充実を
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開
始
い
た
し
ま
し
た
が
、
国
際
空
港
と
し
て
の

十
分
な
機
能
を
果
た
す
に
は
２，
５
０
０
m
の

滑
走
路
の
完
成
、
ま
た
同
時
に
、
空
港
機
能
を

よ
り
高
め
る
た
め
に
は
、
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス

の
充
実
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
引
き
続
き
平

成
22
年
度
開
業
予
定
の
成
田
新
高
速
鉄
道
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
芝
山
鉄
道
へ
の
支
援
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
空
港
と
の
共
生
を
図
り
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
き
め
細
か
い
騒
音

対
策
の
推
進
は
も
と
よ
り
、
空
港
周
辺
地
域
の

振
興
を
図
る
観
点
か
ら
、
三
里
塚
複
合
施
設
な

ど
地
域
の
核
と
な
る
施
設
の
整
備
、
さ
ら
に
は

空
港
の
立
地
を
生
か
し
た
周
辺
地
域
の
新
た
な

土
地
利
用
を
計
り
、
空
港
周
辺
地
域
の
活
性
化

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
空
港
に
関
連
し
た
都
市
機
能
の
充
実

を
図
る
意
味
か
ら
、
そ
の
基
軸
と
な
る
都
市
計

画
道
路
郷
部
線
、
久
住
駅
前
線
の
整
備
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
・
京
成
成
田
駅
中
央
口

地
区
整
備
事
業
の
推
進
な
ら
び
に
両
駅
を
結
ぶ

暫
定
歩
道
の
整
備
を
行
い
、
Ｊ
Ｒ
お
よ
び
京
成

利
用
者
の
安
全
と
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

次
に
、
地
域
特
性
を
生
か
し
た「
観
光
・
産

業
の
活
性
化
」に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

成
田
市
は
国
際
観
光
モ
デ
ル
地
区
の
指
定
を

受
け
た
国
内
有
数
の
観
光
都
市
で
も
あ
り
、
国

２．

観
光
・
産
業
の
活
性
化

内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
来
訪
す
る
こ
と
か

ら
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
、
新
た
な
観
光
資
源
を
取

り
入
れ
、
広
域
的
な
視
野
に
立
っ
た
観
光
振
興

基
本
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

商
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
相
次
ぐ
郊

外
型
大
型
店
の
進
出
な
ど
に
よ
り
、
特
に
中
心

市
街
地
の
商
店
街
の
活
力
が
低
下
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
歴
史
あ
る
門
前
町
の

表
参
道
の
街
づ
く
り
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
の
中
で
、
中
小

企
業
の
資
金
調
達
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
中

小
企
業
資
金
融
資
預
託
金
を
確
保
し
、
制
度
の

運
用
の
迅
速
化
を
図
り
、
資
金
融
資
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

農
政
で
は
、
優
良
農
地
の
保
全
と
担
い
手
の

空港公団が4月から民営化され新たな空港の歴史がスタート

多くの参拝客、観光客が訪れる成田山新勝寺

ま
ず
、「
成
田
空
港
と
関
連
機
能
の
充
実
」に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

新
東
京
国
際
空
港
公
団
は
、
４
月
か
ら
全
額

政
府
出
資
の
特
殊
会
社
で
あ
る
成
田
国
際
空
港

株
式
会
社
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
新
た
な
成
田
空

港
の
歴
史
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
地
元

成
田
市
と
し
て
、「
空
港
は
自
分
た
ち
の
も
の
」

と
い
う
意
識
の
も
と
国
、
県
、
新
会
社
と
と
も

に
空
港
づ
く
り
に
最
大
限
の
努
力
を
傾
注
し
て

ま
い
り
ま
す
。

特
に
、
暫
定
平
行
滑
走
路
が
、
一
昨
年
供
用

１．

成
田
空
港
と

関
連
機
能
の
充
実

育
成
を
図
り
、
土
地
改
良
事
業
の
健
全
な
運
営

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
農
道
、
排
水
路
等
農

業
基
盤
の
整
備
、
排
水
施
設
の
整
備
充
実
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

市
場
事
業
で
は
、
流
通
経
路
の
変
革
に
よ
り

市
場
経
営
は
引
き
続
き
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
地
域
特
性
に
沿
っ
た
市
場
の
活
性
化

を
図
る
と
と
も
に
、
県
内
の
市
場
と
比
較
し
、

割
高
な
状
況
下
に
あ
る
使
用
料
の
見
直
し
や
施

設
の
整
備
を
行
い
魅
力
あ
る
市
場
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、「
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
充
実
」に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を
実
感
し
、
安
心

し
て
生
活
す
る
た
め
に
は
、
き
め
細
や
か
な
保

健
・
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
、
不
可

欠
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
保
健
福
祉
館
事
業
で
は
、
昨
年
７
月

の
マ
ザ
ー
ズ
ホ
ー
ム
の
オ
ー
プ
ン
に
引
き
続

き
、
か
ね
て
か
ら
建
設
中
の
急
病
診
療
所
の
完

成
に
よ
り
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
活
動
の
総
合

的
拠
点
施
設
と
し
て
、
保
健
福
祉
館
の
す
べ
て

の
機
能
が
備
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

本
年
４
月
か
ら
は
内
科
、
小
児
科
、
外
科
、

歯
科
か
ら
な
る
急
病
診
療
所
を
開
設
し
、
市
民

へ
の
初
期
救
急
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、
少
子
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て
で
あ
り

３．

保
健
・
医
療
・

福
祉
の
充
実
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ま
す
。

ま
ず
、
児
童
福
祉
対
策
と
い
た
し
ま
し
て
橋

賀
台
小
学
校
の
余
裕
教
室
に
児
童
ホ
ー
ム
を
新

設
す
る
と
と
も
に
、
旧
保
健
セ
ン
タ
ー
の
活
用

を
図
り
、
幼
児
か
ら
小
・
中
学
生
、
高
校
生
ま

で
を
対
象
に
し
た
子
育
て
支
援
事
業
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
急
速
な
少
子
化
の
進
展
等
を
踏

ま
え
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に

育
成
さ
れ
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
次
世
代

育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ
く「
行
動
計
画
」

を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
の
福
祉
対
策
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

高
齢
者
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
健
や
か
に
安
心

し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
健
康
づ
く
り
推
進

事
業
な
ど
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
民
の
利
便
性
の
向
上
お
よ
び
業
務
の
効
率
化

を
図
る
観
点
か
ら
、
保
健
福
祉
部
に
介
護
保
険

課
を
新
設
し
、
現
在
、
２
部
３
課
で
行
っ
て
お

り
ま
す
介
護
保
険
業
務
を
一
元
化
す
る
こ
と

で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

障
害
者
の
福
祉
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
障

害
者
が
、
地
域
で
自
立
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

次
に
、「
学
校
教
育
・
生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
の
充
実
」に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

教
育
は
、
次
代
を
託
す
人
材
を
育
成
し
、
成

田
市
の
未
来
を
創
り
ま
す
。

特
に
、
学
校
教
育
、
そ
れ
も
義
務
教
育
課
程

で
児
童
生
徒
の
や
る
気
が
形
成
さ
れ
る
と
も
言

わ
れ
、
こ
の
時
期
の
教
育
が
重
要
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

昨
年
、
本
市
は
国
際
教
育
推
進
特
区
の
認
定

を
受
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成

の
た
め
新
山
小
学
校
の
全
学
年
に
英
語
科
を
設

置
し
、
外
国
人
講
師
に
よ
る
実
践
的
な
英
語
教

育
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
本
年

度
は
こ
れ
を
さ
ら
に
６
校
に
拡
充
す
る
と
と
も

に
、
中
学
校
１
校
に
お
い
て
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
の
た
め
、
教
育
課
程
を
編

成
し
、
国
際
空
港
都
市
成
田
に
相
応

ふ
さ
わ

し
い
児
童

４．

学
校
教
育
・
生
涯
学
習
・

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

生
徒
の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
施
設
関
係
で
は
、
児
童
数
の
増
加
に
よ

る
教
室
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
公
津
の
杜
地

区
に
平
成
小
学
校
分
離
新
設
校
の
建
設
、
加
良

部
小
学
校
の
増
築
、
ま
た
老
朽
化
に
伴
う
三
里

塚
小
学
校
屋
内
運
動
場
の
改
築
、
さ
ら
に
は
成

田
小
学
校
分
離
新
設
校
の
実
施
設
計
に
着
手
す

る
な
ど
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。市

民
が
、
生
涯
を
通
じ
自
由
に
学
習
の
機
会

を
選
択
し
、
学
ぶ
こ
と
は
、
豊
か
で
活
力
に
満

ち
た
地
域
社
会
の
創
造
に
大
変
重
要
で
あ
り
ま

す
。
市
民
の
学
習
意
欲
の
高
ま
り
に
伴
う
学
習

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
、
生
涯
学

習
に
関
す
る
総
合
的
な
情
報
の
提
供
に
努
め
て

ゆ
く
と
と
も
に
、
学
習
の
場
と
し
て
図
書
館
、

公
民
館
、
国
際
文
化
会
館
な
ど
そ
の
機
能
が
有

効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
お
い
て
は
、
平
成

17
年
度
に
千
葉
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
高
等
学

校
総
合
体
育
大
会
の
柔
道
、
卓
球
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
の
会
場
が
本
市
に
決
定
し
た
こ
と
か
ら
、

競
技
会
場
に
な
る
北
羽
鳥
地
先
の
多
目
的
広
場

の
整
備
、
体
育
館
の
改
修
な
ど
施
設
の
整
備
を

図
り
、
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、「
生
活
環
境
、
自
然
環
境
の
整
備
」に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

21
世
紀
は
、
環
境
の
世
紀
と
も
言
わ
れ
る
よ

う
に
、
私
た
ち
は
環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
持

続
可
能
な「
循
環
型
社
会
」を
構
築
し
、
恵
み
豊

か
な
環
境
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
責
務
が
あ
り

ま
す
。

本
市
は
、
恵
ま
れ
た
風
土
を
も
つ
北
総
台
地

に
位
置
し
、
利
根
川
、
印
旛
沼
、
根
木
名
川
、

取
香
川
、
江
川
、
尾
羽
根
川
、
十
日
川
や
、
山

林
、
斜
面
緑
地
、
寺
社
境
内
地
の
樹
木
な
ど
、

「
ふ
る
さ
と
の
原
風
景
」と
も
い
え
る
自
然
が
多

く
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
豊
か
な

自
然
環
境
を
保
全
し
、
後
世
に
伝
え
る
た
め
、

動
植
物
生
息
調
査
の
実
施
、
河
川
・
池
沼
の
浄

化
、
水
辺
の
整
備
と
里
山
な
ど
の
適
正
な
管
理

促
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

５．

生
活
環
境
・

自
然
環
境
の
整
備

市民の健康づくりの拠点・保健福祉館

外国人講師による英語学習の充実
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ま
た
、
市
民
に
直
結
し
た
生
活
環
境
の
整
備

を
図
る
た
め
、
南
三
里
塚
駒
井
野
線
を
は
じ
め

と
す
る
市
道
の
整
備
と
適
正
な
管
理
の
実
施
、

ま
た
、
上
下
水
道
事
業
の
施
設
改
良
の
推
進
、

坂
田
ケ
池
総
合
公
園
の
整
備
、
い
ず
み
聖
地
公

園
の
拡
張
整
備
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
と

適
正
な
維
持
管
理
の
推
進
、
公
害
の
未
然
防
止

に
資
す
る
た
め
大
気
汚
染
、
水
質
汚
濁
、
騒
音

測
定
調
査
の
さ
ら
な
る
充
実
、
ま
た
住
環
境
の

整
備
と
し
て
久
住
地
区
、
公
津
西
地
区
の
土
地

区
画
整
理
事
業
の
促
進
、
地
域
交
通
確
保
の
た

め
の
バ
ス
運
行
等
、
身
近
な
生
活
環
境
の
整
備

を
行
い
、
快
適
な
市
民
生
活
の
維
持
増
進
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
市
に
お
け
る
環
境
政
策
の
最
大

か
つ
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
新
ご
み
処
理
施
設
の

建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
富
里
市
と
の
共
同
設

置
に
向
け
て
、
平
成
20
年
度
を
完
成
目
標
に
、

用
地
に
か
か
る
住
民
合
意
を
第
一
に
、
具
体
的

な
手
続
き
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
土
砂
等
の
搬
入
に
よ
る
土
地
の
埋
め

立
て
な
ど
に
対
し
て
は
、
現
行
条
例
の
改
正
を

行
い
、
規
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
監
視

活
動
な
ど
の
充
実
に
よ
り
、
一
層
の
不
法
投
棄

の
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
に
、「
安
全
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
」に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

６．

安
全
で
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
の
推
進

市
民
が
、
安
全
に
、
そ
し
て
安
心
し

て
生
活
の
で
き
る
地
域
社
会
を
創
る
こ

と
は
、
行
政
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ

り
ま
す
。

市
民
生
活
の
安
全
を
確
保
し
、
私
た

ち
の
周
り
に
潜
む
さ
ま
ざ
ま
な
危
険
に

事
前
に
対
処
す
る
た
め
の
施
策
を
実
行

す
る
部
署
と
し
て
新
た
に
生
活
安
全
部

を
設
置
し
、
特
に
、
防
犯
面
で
の
新
た

な
取
り
組
み
と
し
て
、
子
ど
も
や
女
性
、

高
齢
者
な
ど
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
、

市
、
警
察
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
防

犯
啓
発
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

自
主
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
と
も
連
携
し
、

地
域
ぐ
る
み
の
防
犯
体
制
の
確
立
に
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
自
然
災
害
へ
の

対
策
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
防
災
訓
練
の
実

施
、
郷
部
大
橋
の
耐
震
補
強
事
業
等
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
航
空
機
災
害
対
策
、
消
防
救
急

体
制
の
充
実
を
図
り
、
安
全
で
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
、「
市
町
村
合
併
の
推
進
」に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
。

去
る
２
月
13
日
の
臨
時
市
議
会
に
お
き
ま
し

て
、
下
総
、
大
栄
両
町
と
の
１
市
２
町
に
よ
る

合
併
協
議
会
の
設
置
に
係
る
議
案
を
議
員
各
位

多
数
の
ご
賛
同
を
頂
き
、
ご
可
決
い
た
だ
き
ま

し
た
。
改
め
て
、
こ
の
場
を
お
借
り
致
し
ま
し

７．

市
町
村
合
併
の
推
進

て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

下
総
町
に
つ
き
ま
し
て
は
本
市
と
同
じ
２
月

13
日
、
大
栄
町
に
つ
き
ま
し
て
は
16
日
に
議
案

が
可
決
さ
れ
、
こ
こ
に
１
市
２
町
に
よ
る
合
併

は
、
正
式
な
協
議
の
場
に
移
行
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

今
後
、
合
併
特
例
法
の
期
限
で
あ
る
平
成
17

年
３
月
31
日
を
め
ど
に
、
限
ら
れ
た
時
間
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
議
員
各
位
な
ら
び
に
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
後

の
合
併
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。以

上
が
、
平
成
16
年
度
に
向
け
て
の
施
政
方

針
と
私
の
所
信
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

議
員
各
位
な
ら
び
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

平成16年度施政方針

クリーンハイキングで印旛沼の浄化に一役

子どもたちが安心してのびのび遊べる地域を

合併についてのタウン・ミーティングを各地区で開催


